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農業委員との交流懇談会      

山形県後期高齢者医療広域連合定例会      

例月出納検査      

議会活性化特別委員会視察（大石田町）      

要望活動（新庄・湯沢間道路建設促進同盟）      

姉妹都市、古河市花火大会      

町村監査委員研修会      

真室川まつりパレード参加、古河市との交流会      

議員協議会、議会運営委員会、全員協議会      

山形、秋田、岩手３県合同議長・局長合同会議      

例月出納検査      

定期監査      

酒田・鮭川間地域懇談会      

第39回真室川町防災訓練      

最上地方町村議会議長会議      

議会運営委員会、全員協議会      

第３回町議会定例会      

町敬老会、釜渕地区敬老祝賀会      

国道13号泉田道路「鍬入れの儀」      

町連合婦人会との交流会      

荘内、最上両地方町村議会議長会合同会議      

最上広域市町村圏事務組合議会運営委員会      

グラウンド・ゴルフ協会との交流会      

４町村（真室川、金山、鮭川、戸沢）議員交流会      

村山、最上両地方町村議会議長会合同会議      

町村監査委員全国研修会      

議会広報編集会議（第１回校正）      

最上広域市町村圏事務組合定例会      

最上地方町村議会議長会議      

議会広報編集会議（第２回校正）      

福島県西会津町議会視察（来町）      

第16回古河市関東ド・マンナカ祭り      

全国育樹祭      

全員協議会、議会広報編集会議（第３回）      

町区長会連合会との懇談会      

最上地区広域連合議会運営委員会及び視察研修      

最上地方町村議会議員研修      

議員協議会、県町村議会議員研修      

議会報告会（町内８会場）      

例月出納検査      

（
現
状
）

「
４
つ
の
観
光
地
」

① 

野
尻
湖
（
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博

物
館
）
②
黒
姫
高
原
（
黒
姫
童
話

館
）
③
斑
尾
高
原
（
タ
ン
グ
ラ
ム
ス

キ
ー
場
）
④
柏
原
地
区
（
小
林
一
茶

記
念
館
）

「
広
域
観
光
連
携
」

・
単
独
市
町
村
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
は
難

し
い
た
め
、
新
潟
県
を
含
め
た
広
域

的
な
組
織
で
周
遊
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ

を
実
施
。

「
町
単
独
観
光
Ｐ
Ｒ
」

・
東
京
信
濃
町
駅
と
の
縁
で
駅
構
内

に
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
設
置
。
ま
た
神
宮

球
場
最
寄
駅
な
の
で
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
を
設
定
。

・
秋
葉
原
の
ア
イ
ド
ル
活
用
し
観
光

応
援
ガ
ー
ル
ズ
を
登
用
。

・
小
林
一
茶
生
誕
２
５
０
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
。

「
観
光
交
通
対
策
」

・
観
光
タ
ク
シ
ー
利
用
初
乗
り
料
金

補
助
。
最
繁
忙
期
に
町
内
観
光
路
線

バ
ス
の
運
行
。
こ
の
他
イ
ベ
ン
ト
は

宿
泊
を
前
提
と
し
た
前
夜
祭
で
誘
客

に
工
夫
し
て
い
る
。

（
課
題
）

　
信
濃
町
も
か
つ
て
１
５
０
万
人
の

観
光
客
を
誘
客
し
て
い
た
が
、
高
速

道
路
開
通
に
伴
い
観
光
地
が
見
え
に

く
く
な
り
客
数
が
減
少
し
た
。
マ
イ

ナ
ス
要
因
は
あ
る
が
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
模
索
し
観
光
に
つ
な
げ
て
い
る
。

当
町
も
自
然
豊
か
な
資
源
を
最
大
限

活
用
し
、
交
流
人
口
拡
大
に
結
び
付

け
る
べ
き
で
あ
る
。

（
現
状
）

　
町
の
歴
史
は
１
万
年
前
に
遡
り
、

江
戸
時
代
に
は
浮
世
絵
師
・
葛
飾
北

斎
や
小
林
一
茶
と
い
っ
た
文
人
が
訪

れ
、
多
く
の
傑
作
を
残
す
な
ど
文
化

の
薫
り
高
い
町
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
後
世
に
残
す
た
め
記
念
館
を

造
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

は
、
全
国
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
条
例
・
計
画
の
策
定
」

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
助

成
・
表
彰
制
度
を
設
置
し
な
が
ら
、

花
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、
「
ふ
る

さ
と
創
生
基
金
」
を
活
用
し
町
民
を

対
象
に
欧
州
へ
視
察
研
修
を
行
っ
た

経
過
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
沿
道
花
壇
の
整
備
が
全
町
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。

「
大
学
と
の
連
携
」

　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
景
観
の

研
究
に
優
れ
た
実
績
を
持
つ
東
京
理

科
大
学
、
信
州
大
学
、
法
政
大
学
等

が
町
に
研
究
所
を
開
設
し
、
美
し
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
。

（
課
題
）

　
当
町
に
お
い
て
は
町
の
玄
関
口
と

な
る
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
が
不
可

欠
と
考
え
る
。
芸
術
文
化
の
薫
る
町

並
み
と
す
れ
ば
町
民
・
観
光
客
の
憩

い
の
場
と
し
て
効
果
が
期
待
で
き
る
。

例
を
挙
げ
れ
ば
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
な
ど
拡
大

し
、
町
を
挙
げ
て
の
景
観
づ
く
り
も

有
効
と
考
え
る
。

（
現
状
）

　
長
野
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
標

高
１
，
１
０
０
ｍ
以
上
の
高
所
に
あ

る
。
基
幹
産
業
は
野
菜
産
業
で
あ
り
、

７
月
〜
11
月
に
か
け
、
冷
涼
な
気
候

を
活
か
し
た
日
本
一
の
生
産
高
を
誇

る
夏
レ
タ
ス
等
、
全
国
有
数
の
高
原

野
菜
の
産
地
で
あ
る
。
村
は
関
東
圏

に
隣
接
し
、
全
国
へ
も
流
通
が
便
利

で
あ
る
た
め
、
生
産
か
ら
流
通
ま
で

一
貫
し
た
品
質
管
理
の
下
、
新
鮮
で

お
い
し
い
採
れ
た
て
鮮
度
の
ま
ま
集

荷
し
て
い
る
。

（
沿
革
）

　
昭
和
25
年
頃
、
朝
鮮
戦
争
の
際
に

米
兵
か
ら
レ
タ
ス
栽
培
の
依
頼
を
受

け
、
戦
後
高
度
経
済
成
長
期
の
中
で

飛
躍
的
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い

っ
た
。
現
在
で
は
台
湾
、
香
港
へ
輸

出
し
て
い
る
。
村
内
に
は
３
つ
の
農

協
が
あ
り
、
農
家
５
６
０
戸
で
平
均

年
商
２
，
５
０
０
万
円
、
全
体
年
間

販
売
金
額
１
７
７
億
円
を
超
え
て
い

る
。
村
の
手
厚
い
補
助
の
下
「
頑
張

れ
ば
儲
か
る
」
こ
と
か
ら
、
若
者
の

後
継
者
も
後
を
絶
た
な
い
。

（
課
題
）

　
今
後
温
暖
化
が
進
ん
だ
場
合
、
技

術
的
に
栽
培
が
継
続
で
き
る
か
不
安

要
素
が
残
る
。
当
町
に
当
て
は
め
た

場
合
、
栽
培
環
境
が
異
な
る
た
め
当

町
の
特
産
品
で
あ
る
ニ
ラ
・
ネ
ギ
に

加
え
気
候
や
土
地
利
用
型
の
新
た
な

作
物
を
模
索
す
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
。

◆
農
業
委
員
会
組
織
・
制
度
改

革
に
関
す
る
要
請

《
要
請
者
》
（
敬
称
略
）

　真
室
川
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　会
長
　髙
橋
　
　明

※

採
択
の
上
意
見
書
と
し
て
提
出

（
提
出
先
）

　衆
参
両
院
議
長

　内
閣
総
理
大
臣
他

◆
「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求

め
る
請
願

《
請
願
者
》
（
敬
称
略
）

　山
形
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
　
　会
長
　小
野
　善
邦

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　佐
藤
　一
廣
　議
員

※

採
択
の
上
意
見
書
と
し
て
提
出

（
提
出
先
）

　衆
参
両
院
議
長

　内
閣
総
理
大
臣
他

◆
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
の
撤
回
と
憲
法
９
条

を
生
か
す
こ
と
を
求
め
る
請
願

《
請
願
者
》
（
敬
称
略
）

　新
庄
・
最
上
母
親
大
会

実
行
委
員
会
代
表

　
　
　
　
　
　
　伊
藤
左
代
子

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　平
野
　勝
澄
　議
員

※

継
続
審
議
と
す
る

◆
「
農
政
改
革
」
の
再
検
討
と

緊
急
の
過
剰
米
処
理
を
求
め
る

請
願

《
請
願
者
》
（
敬
称
略
）

　農
民
運
動
山
形
県
連
合
会

　
　
　
　会
長

　花
烏
賊
義
廣

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　平
野

　勝
澄

　議
員

※

採
択
の
上
意
見
書
と
し
て
提
出

（
提
出
先
）

　衆
参
両
院
議
長

　内
閣
総
理
大
臣
他

◆
米
価
下
落
に
関
す
る
請
願

《
請
願
者
》
（
敬
称
略
）

　真
室
川
町
農
業
協
同
組
合

　代
表
理
事
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　齋
藤
　信
昭

　真
室
川
町
農
協
農
政
対
策
本
部

　
　
　本
部
長
　髙
橋
　
　敏

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　佐
藤
　
　正
　議
員

※

採
択
の
上
意
見
書
と
し
て
提
出

（
提
出
先
）

　内
閣
総
理
大
臣

　農
林
水
産
大
臣
　他

※この他、町主催の行事にも出席しております。

7月

8月

9月

10月

「
観
光
客
年
間
１
０
０
万
人

　
　
　
　
の
ま
ち
」
信
濃
町

「
町
並
み
修
景
事
業
」

　
　
　
　
　
　
小
布
施
町

出
荷
額
日
本
一
の

　
　
　
高
原
野
菜
川
上
村

　
７
月
14
日
〜
16
日
に
わ
た
り
、
総
務
文
教
・
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
合
同
に
よ
る
先
進
地
行
政
視
察
と
し
て
、

長
野
県
内
３
町
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。
年
間
観
光
客
１
０
０
万
人
の
町
、
美
し
い
町
並
み
づ
く
り
、
高
原
野
菜

出
荷
日
本
一
を
誇
る
各
自
治
体
が
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
を
視
察
し
、
当
町
に
お
い
て
今
後
の
政

策
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

先
進
地
視
察

広大なレタス畑を背に

活
か
そ
う
わ
が
町
に


